
　（４：十分である　　３：おおむね十分である　　２：不十分である　　１：改善を要する）　

4 3 2 1

5 9 0 0 3.36 3.38 ↓ 0.03

7 7 0 0 3.50 3.46 ↑ 0.04

7 6 1 0 3.43 3.38 ↑ 0.04

9 5 0 0 3.64 3.15 ↑ 0.49

7 7 0 0 3.50 3.08 ↑ 0.42

7 7 0 0 3.50 3.38 ↑ 0.12

9 5 0 0 3.64 3.31 ↑ 0.34

7 7 0 0 3.50 3.38 ↑ 0.12

6 7 1 0 3.36 3.54 ↓ 0.18

7 7 0 0 3.50 3.62 ↓ 0.12

7 7 0 0 3.50 3.38 ↑ 0.12

8 6 0 0 3.57 3.46 ↑ 0.11

7 7 0 0 3.50 3.38 ↑ 0.12

10 4 0 0 3.71 3.38 ↑ 0.33

5 7 2 0 3.21 3.23 ↓ 0.02

6 6 1 1 3.21 3.15 ↑ 0.06

10 3 1 0 3.64 3.46 ↑ 0.18

7 7 0 0 3.50 3.62 ↓ 0.12

9 5 0 0 3.64 3.54 ↑ 0.10

4 10 0 0 3.29 3.15 ↑ 0.13

8 6 0 0 3.57 3.15 ↑ 0.42

3 11 0 0 3.21 3.00 ↑ 0.21

10 4 0 0 3.71 3.54 ↑ 0.18

5 8 1 0 3.29 3.23 ↑ 0.05

資料１

信頼され
る 学 校
づ く り

　保護者・地域と
の連携・協働によ
る教育活動の展開
と地域社会との交
流促進による地域
貢献

18　教育活動や取組を保護者や地域に分かりやすく
　発信されたか

増減

評価欄

組織運営

評価指数

昨年度の
同様の観点
による評価

指数

　生徒支援委員会を中核とした指導・
支援体制の充実を図る。

５　自己管理能力や規範意識の育成が図られたか

６　いじめについて、未然防止、早期発見・早期対
　応に向けた実態把握や相談・指導体制がとれたか

健 康 ・
安全指導

　健康な心身と危
機対応能力を育成
する

12　関連教科での指導や関係機関と連携した講演会
　が実施できたか

特別支援
教　　　育

９　ガイダンスと面談が充実されたか

15　校内体制の確立と研修がなされたか

16　個別の支援計画及び指導計画が作成されたか

７　学校行事、地域行事、ボランティア活動等への
　積極的な参加がなされたか

令和７年度学校評価に係るアンケート集計（教職員）

進路指導

　進路目標実現に
向けた指導体制の
充実とキャリア教
育による社会的・
職業的自立に向け
た資質・能力の育
成

領
域

対　象 中期目標 今年度の目標

項目ごとに評価欄に○をつけてください。

４　適時の声かけや教職員の共通理解や情報共有が
　図られたか

教
　
育
　
活
　
動

２　基礎基本の定着を図る取組が十分なされたか
　（授業研究、教材開発など）

３　生徒の適性や能力を把握した学習指導がなされ
　たか

①生徒の学習意欲の向上と学習習慣の
　定着を図る指導方法を工夫する。
②主体的・対話的で深い学びを生み出
　す授業改善と指導方法の工夫
③学習評価の工夫・改善

①生徒理解を基本とした生徒指導を推
　進する。
②教職員の協働により、生徒一人一人
　に規範意識をもたせ、自律的態度を
　身につけさせる。
③学校行事や部活道を通して積極性や
　社会性の涵養に努める。

学
　
校
　
運
　
営

19　コミュニティスクールなどによる地域と一体と
　なった教育活動が推進されたか

目標達成のための評価の観点

　共生社会に向け
た態度の育成を推
進する

20　小学校や中学校、大学との学びの連続性及び学
　校間連携を踏まえた取組が推進されたか

21　報告、連絡、相談の徹底を通し、目標や課題意
　識が共有され解決・改善に向けた協働体制がとら
　れたか

17　スクールカウンセラー等の活用と特別支援学校
との連携がなされたか

学習指導

　基礎・基本の定
着と意欲的・主体
的に取り組む学習
態度の育成

１　個に応じたきめ細かな学習指導が進められたか

生徒指導

　社会力に富む、
精神的に自立した
人間性と健やかな
体の育成

　組織体（チーム）
としての協働体制
に基づく、明るく活
力のある学校づくり
の推進

24　全教職員による危機管理意識を高められたか

23　健康管理と時間外労働縮減の取組は十分になさ
　れたか

①生徒のニーズに応じた進路指導を徹
　底し進路目標を実現する。
②望ましい職業観・勤労観を身につけ
　るため系統的なキャリア教育を推進
　する。

　関係機関と連携・協力し、健康・安
全教育の充実を図る。

①学校ＨＰを中心とした学校情報を積
　極的に発信する。
②地域の教育力を活用し、教育活動を
　円滑に推進するとともに学校の教育
　力を地域に還元する。
③各学校段階間の連携・接続を推進す
　る。

22　学校組織における自己の役割・責任を認識し校
　務の平準化が図れたか。

①対話を重視した職場づくりを推進し
　教職員間の信頼関係を深める。
②ミドルリーダーを養成し学校経営参
　画意識を高揚する。
③教職員の個別の状況把握と業務改善
　及び健康安全管理に努める。

10　個別指導（個別面接、進路講習、面接指導、作
　文指導等）の充実がなされたか

11　分掌・学年及び地域と連携した系統的計画的な
　キャリア教育が行われたか。

13　関連教科、特別活動等を通した性教育の充実が
　なされたか

14　各種講話や避難訓練等の効果的な活用がなされ
　たか

８　学年到達目標に沿った指導の実施がなされたか



3 11 0 0 3.21 3.46 ↓ 0.25

6 7 1 0 3.36 3.62 ↓ 0.26

7 7 0 0 3.50 3.62 ↓ 0.12

93.57 91.08

その他、学校をよりよくするための方策等

【学習指導】
　・生徒の「特性」をエビデンスに基づいて把握する仕組み作りが必要。

【生徒指導】
　

【進路指導】
　・担任による面談の時間が確保されていない。

【特別支援教育】
　・支援委員会を定例で開催できなかったので開催する。校内研修会を開催する。
　・支援計画は作成されたかわからない。
　・全ての生徒について、何ができるようになりたくて、どんなサポートがほしいのかを把握できるようにしたい。

【信頼される学校づくり】

【組織運営の評価】
　・窓の施錠、消灯など、退勤時の危機管理に問題あり。

【教職員の資質向上】
　・校内研修の内容や時期が曖昧であった。

〇危機管理の徹底。機械警備の異常は早急に周知したり直すべき。

評価２及び１の理由、改善案

学
　
校
　
運
　
営

教職員の
資質向上

○授業力及び生徒
　指導力の向上
○人として信頼さ
　れる教師の育成
○教育公務員とし
　ての自覚の深化

26　校内研修の充実、自己啓発や各種研修会への積
　極的参加がなされたか

25　授業力向上のための教材研究や授業評価の活用
　がなされたか

①教科指導力の向上を図るため研修機
会の確保に努める。
②面談や授業観察を活用し、適切な指
導・助言を行う。
③法令遵守を徹底し、服務規律に係る
啓発・指導に努める。

27　服務規律の徹底と規範意識の向上がなされたか


